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 に

セ は の の 木で、

本 では をは の 化に 果を

発 してきた。とこ が、 の 木の で、

の 定を行う と 生しているので

分を 加さ ることが られている（森林

研究会、1982）。そのた 、 後 に の

分が 加し、元 未 であったとこ で

などの 分の 加が見られる（ 木、

1993）。一方、 である ロ は、 で

も 用 として 果を発 る。その

の一つは、 と 生 ることにより 分の少な

い未 においても、 全な 長 けることができ

る。とこ が、 分が えて ると が

生できな なることが られており（能 、2008）、

全な 長ができ に る。このた 、 ロ

林の 全 を 持 るには、 してきた セ

を がある。

一方、グ ート プロ ル ン

の による な 木の は、小

において の ギの に用いられている。

その として、 木以 を らさない、 に

を 布しない、 の使用量が少ないなど

に しい 法として されている（ 藤ほか、

2009）。

本 では、 ロ の 林に した セ

のグ ート プロ ル ン

の による 試験を行ったので る。 

開けることが である。そのた 、 の を

6.5mmとし、 用の トルを り付けた。 

 と  

 試験結果を表 １に示 。表の の ・生

は、 きが見られなかったが を と

が見られ を できなかったものである。

に る は、4 3 日後の 1 1 には、ほと ど

化が見られ 、ほぼ の 然な をした。185

日後の には 分 度の処理木が、 れ木と

なり したが、２ 度の木で を もの

が見られ、 しないかと れた。とこ が、266

日後の には、 いた も し、処理木

てが に った。 

 

41％の 10 l 本 

処理木の 5 15cm 

－  の

・試験 ：石 小松  林国有林

・ 用 量：グ ート プロ ル ン

・ ： 試木 27本、2018 10 4日処理、 

・ 方法： （ １）

用した ギ の では（ 藤ら、2009）、

ド ルで の を開けその に していたが、

セ は、 て材が いた の を

※１ 石 森林 理
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が、 で ら ことを重 るなら 木の

生理が 発になる、 に向かって ること

が有 であ う。 
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森林 研究会（1982）森林 の 方とその

 林 会 

木容（1993）石 における森林 の分布（ ）
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処理 後 26 6 日 の 木の を ２に示 。

い ープが付いているものが処理木であるが、

の は見られ している。一方、 の 木

の ロ は、全 は見られ 、 木の 元

回りの 本にも は見られない。このことから、

小 での （ 藤ら、2009）と同 に の 生

に が少な 木を さ ることが可能な方

法と考えられる。 回用いた の は、 で

が及 でから さ るという の 用機

構があり、 時 が 10 で 木の が低下

る に向けての処理であったこともあり、

でに 以上の時間がかかったものと考えられる。 

    

本 による方法は、 に でに時間がかか

るので、 に実 にはこのことを考 し、処理木

の 等は、 に行 なけれ ならない。一方、

であったた に 立つことな に

らし ることができた。 た、 から にかけて

した方が、 での時間が できるであ う

未 の分布  石 林試研 24：37
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